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コロナ禍からの復興とSDGsの達成に向けて

- HLPF2020の結果と今後の展望 -
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持続可能な開発に関するハイレベル政治フォーラム
（HLPF）

SDGsを中心とした2030アジェンダに関する国連の公式会合

 グローバルでの進捗状況：SDGsを目標ごとにレビュー

 各国での進捗状況：自発的国別レビュー（VNRs: Voluntary National 
Reviews) 

毎年、閣僚級で開催、4年に１度、首脳レベルで開催

様々なステークホルダーが参加（市民社会、ビジネス、科学技術界）。地域ごとに準
備会合。



2018

2019

2017

2016 22か国の自発的国別レビュー

持続可能な開発に関するハイレベル政治フォーラム（HLPF）

43か国の自発的国別レビュー

48か国の自発的国別レビュー

47か国の自発的国別レビュー

Global Sustainable Development Report 2019
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持続可能な開発に関するハイレベル政治フォーラム 2020

開催期間：2020年7月7日－16日 於：コロナ禍のためリモート（ニューヨーク国連本部）
→約137人の閣僚のほか、ビジネスと市民社会のリーダーを含む1,000人以上が参加

テーマ：「Accelerated action and transformative pathways: realizing the decade of action 
and delivery for sustainable development」（実際はコロナ禍よりの復興に焦点があてられた）

 47ヵ国による自発的国別レビュー（VNRs）

成果文書：議長サマリー、閣僚宣言（採択交渉継続中）

焦点

 SDGs:  進捗はあるが、多くの分野で2030アジェンダ達成には不十分。コロナ禍でさらに不平等が
広がることに重大懸念。

 SDGsの推進および気候変動対策は、コロナ禍復興と相互補完させ、その中心課題として推進。

 多国間協力の重要性。
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SDGs達成
に向けて
の課題

• AMBITION：SDGsや気候変動パリ協定と同等の
高い目標設定。国だけでなく、自治体、団体、
企業、金融機関単位でも推進。(例えば、
Voluntary Local Reviews)

• SYNERGIES：国や地域単位での多くの分野・セ
クター間の政策や取組の相乗効果（例えば、気
候変動、防災、生物多様性、海洋）

• PARTNERSHIPS：政府、ビジネス、アカデミア、
女性、若者など全てのステークホルダーの協力
（例えば、RE100)

• GLOBAL COOPERATION TO TACKLE COVID-19: コロ
ナ禍に対する国際協力を一層強化し、全ての
国々でのコロナ禍早期撲滅と復興。
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On the 2020 Virtual Conference: https://sustainabledevelopmentun.org/climate-sdgs-synergies2020#

Climate & SDGs 

Synergy Conference

2021

https://sustainabledevelopment/
about:blank


2022

2023

2021

2020

2023

Sustainable and resilient recovery from the COVID-19 in the context 
of the decade of action and delivery for sustainable development

詳細未決定

47か国の自発的国別レビュー

40か国程度（予定）の自発的国別レビュー

持続可能な開発に関するハイレベル政治フォーラム（HLPF）：今後の予定

Global Sustainable Development Report 2023
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